





Relationship between Kindergarten Children on the food name familiarity and 
                  Dietary Behavior of Mother
Keiko Adachi and Reiko Nakayama
   We conducted the questionnaire survey on the mothers' interest in eating and examined a possible 
relationship between the mothers' interest and the results of their children's the food name familiarity test. 
   The survey was carried out on 68 and 71 mothers of five- and four-year-olds, respectively, in November, 
2008. The questionnaire contains 19 questions about their interest in eating and 20 about their training in 
eating at home. The subjects of the survey were the mothers of the children belonging to a private kindergarten, 
where the food name familiarity test was performed using 20 kinds of food (whole and cut foods) . The mean 
percentage scores of correct answers among the five-year-old children were 77.0% and 70.5% for the wholes 
and the cuts, respectively, and among the four-year-old children 68.0% and 60.5% for the whiles and the cuts, 
respectively. There was a significant relation between the number of mothers who buy food after checking its 
label for produced area and the percentage of a correct answer, both for wholes and cuts, among the four-year-
old  children(p=0.049,p<0.0001). And there was also a significant relation between the number of mothers who 
teach their children to chew well during meal and the percentage of a correct answer, both for wholes and cuts, 
among the five-year-old  children(p=0.0021,p=0.007). 
   It was suggested that the kindergarteners can learn the names of food quickly and easily through their rich 











































163名 中145名(89.0%),4歳 児は,139名 申130名
(93.5%)回 答 し,男 女比はほぼ同等であった。保
護者には 「食生活に関するアンケート調査」を実施
し,回 収率は,5歳 児47.2%(163名 中77名),4
歳児55.4%(139名 中77名)で あった。本研究の分
析の対象は,園 児が 「食べ物の名前認知度調査」に
回答し,且 つ,保 護者がアンケー トに回答した5歳













野菜類が16種 類(た まねぎ・にんじん ・トマ ト・
なす ・きゅうり・だいこん ・キャベツ ・ほうれんそ
う・ピーマン・かぼちゃ・ブロッコリー・たけのこ・
ごぼう ・レタス ・もや し・れんこん),い も類は2
種類(じ ゃがいも・さつまい も),き のこ類は1種























ける食育」(食 事作 りの手伝い,食 事中の注意,食






は4件 法(4:よ くする,3:た まにする,2:ほ
とんどしない,1:し ない)で 行った。
3.分 析方法
　単純 集計 はExcelを 使 用 し,解 析 に は,　SPSS




歳児,4歳 児の保護者別に 「保護者の食事作 りと食
生活における意識」を因子分析(主 因子法,プ ロマッ
クス回転)に より3因 子を抽出し,下 位尺度得点を
算出後,そ れぞれの因子を高群 ・低群に分け,園 児
の食べ物の名前認知度の正解率の高群 ・低群との関






































































者は,両 親がそろっており,母 子世帯 ・父子世帯は
なかった。母親の就業状況では,4歳 児の母親は,
専業主婦が約70%,パ ートは約20%で あり,フ ルタ
イムで働 く者はいなかった。5歳 児の母親は,専 業
主婦が約65%,パ ー トは約29%,フ ルタイムは1.5%
であり,5歳 児の母親の方が仕事をしている割合が
高かった。園児 と祖父母の同居状況は約7%前 後が
祖父母と同居 し約90%が 核家族で,4歳 児 ・5歳
児の園児の差はなかった。きょうだいの人数は,4
歳児では2人 ・3人 きょうだいが約90%,5歳 児
では,1人 ・2人 きょうだいが約80%で あった。
また出生順では,4歳 児と5歳 児 ともに第1子 ・第
2子 が約95%で あった。質問紙の回答は全員母親
であった。尚,表 には示していないが,園 児の成長







　 4歳 児は,ホ ールでは,ト マ ト・にんじん ・きゅ
う り・な す ・た まね ぎ ・じゃが い もが90%以 上,カ ッ
トで は,ト マ ト・に ん じん ・きゅ う り・ブ ロ ッ コ リー ・
なす が85%以 上 と正 解 率 が 高 か った 。 一 方,正 解
率 が30%以 下 と低 か っ た 食 べ 物 は,ホ ー ル で は た
けの こ ・レタス ・ほ うれ ん そ う,カ ッ トで は,ほ う
れ んそ う ・レ タス で あ った 。 カ ッ トよ りもホ ー ル の
正 解 率 が有 意 に高 か った 食べ 物 は,な す ・た まね ぎ・
じゃが い も ・だい こ ん ・きゃべ つ で あ っ た。 た け の
こ は,ホ ー ル よ り もカ ッ トの方 が 有 意 に正 解 率 が高
か った 。
　 5歳 児 は,ホ ー ルで は,ト マ ト ・き ゅう り ・に ん
じん ・じ ゃが い も ・な す ・ピー マ ン ・だ い こ ん で
97%以 上,カ ッ トで は,ト マ ト ・き ゅ う り ・にん じ
ん ・なす ・ピー マ ンが95%以 上 の 高 い正 解 率 で あ っ
た。 一 方,正 解 率 が 低 か っ た 食べ 物 は,た け の こ ・
ほ う れ ん そ う ・レ タ ス で,ホ ー ル と カ ッ ト共 に
40%以 下 で あ った 。 カ ッ トよ りもホ ー ル の方 が 有意
に正 解 率が 高 か っ た食 べ 物 は,た まね ぎ ・じゃが い
も ・だい こ ん ・か ぼ ち ゃ ・きゃべ つ ・米 であ った 。
　 また,5歳 児 の 方 が4歳 児 よ り有 意 に正 解 率 が 高
か った 食べ 物 は,ホ ー ルで は,だ い こん ・か ぼ ちゃ ・
米 ・さつ まい も ・もや しで あ っ た。 カ ッ トで は,な
す ・た まね ぎ ・じ ゃが い も ・ピ ーマ ン ・ご ぼ う ・し



























































































































































　5件 法で行ったアンケー トの回答は,「 とてもあ
てはまる」と回答した者はいなかった。
































う注意する」は約50%の 母親が 「よくする」 と回
答 した。一方,「 家庭菜園で野菜の栽培を子どもと





で,「 よくする」 と回答 した母親は約5%で あ り,

























(主 因子 法 、 プ ロマ ッ クス回転)
因子負荷量
1 ∬ 皿


































































因子 高群(n=36)低 群(n=32)　 　 p値 　 　 高群(n=29)低 群(n=39)P値
1　 料理好き 高 群(n=28)　 　 13 15 12 16
イ氏君羊(n=40)　 　　　23 17 n.s 17 23 n.s
II　食事時間のマナ 　ー 高群(n=36)　　 2016 18 1$
低 群(n=32)　 　 16 16 n.s 11 21 n.s
皿　食材の選択 高 群(n=33)　 　 17 16 18 15
低 群(n=35)　 　　 19 16 n.s 11 24 p=0.046
p値:XZ検 定




























































































子どもは4歳 児 ・5歳 児共にホールの正解数に有意























ホールが68.0%,カ ットが60.5%で あり,5歳 児の
正解率ではホールが77.0%,カ ットが70.5%で あっ
た(表2)。 また,ほ とんどの食べ物で4歳 児より






とにしたが,日 常,切 った食べ物を見たり,手 に取
る機会が少ないため,ホ マルは知っていてもカット
では分からなかったのではないかと思われる。たま















































































年齢は,30～40歳 である。平成19年 度国民健康 ・
栄養調査の結果から,こ の世代は野菜摂取量も不足
しがちで栄養の偏 りが見られ,朝 食の欠食率は女性
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